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まとめ 
(1)  これまで開発してきた自動化システムはすべ
てSSJDAのWebサイトより一般公開 

(2)  さらに新機能として、「ISIC自動コーディング」

「過去の調査等で付与済みの国内標準コード
を利用した国際標準自動コーディング」を追加 

(3) SSM産業コードは精度が向上したが、職業
コードの精度は高くない 

(4)  運用者にとって操作が容易なシステム 

(1)  職業コードの精度向上 

(2) 職業・産業コードの最新版（ ISCO2008年版、
SSM2015年版等）への対応 

(3) システムの永続性の点から、メンテナンス処 

  理の自動化 

職業コード 産業コード 

国内
標準 

SSM職業小分類（約２００個） SSM産業大分類（約２０個） 

 例 501  自然科学研究者    例 10  農業     20  林業 

国際
標準 

ISCO小分類（約４００個）  ISIC亜大分類（約６０個） 

 例 1141  Senior official of      
   political party organizations 

 例 011  Growing of crops ;  
market gardening; horticulture  

職業・産業コードの種類 

SSMコード：1995年版 
ＩＳＣＯ（International Standard Classification of Occupations）：1988年版 
ＩＳＩＣ （ International Standard Industrial Classification of All 
                     Economic Activities）：1988年版 

入力データファイル例（CSV形式） その１ 

NO. 学
歴 

地位＆ 
役職 

事業規
模 

勤務先事業
の内容 

仕事の内容 

１ ９ ９ ８ 工場 コピー機のトナーカート
リッジの製造 

２ ９ ３ ６ 工場 ガラス吹き 

３ １１ ４ ９ 福祉事務所 生活保護業務の現業員 

４ １１ ８ ８ 予備校 事務 

５ １０ ２ ４ 病院 看護士 

自由記述 選択肢（JGSS-2003配偶者に準拠） 

結果ファイル例（CSV形式） 
（SSM職業コードの場合） 

NO. 確信度 rank1 rank2 rank3 

１ C ６３０ ６３１ ６４４ 

２ B ６２５ ６２６ ６８９ 

３ B ５５４ ５３８ ６２９ 

４ A ５５４ ５６０ ５５８ 

５ A ５１４ ５１６ ６８８ 

第１候補 第２候補 第３候補 確信度 

入力データファイル例（CSV形式） 確信度 
自動コーディングの結果（がどの程度信頼できるかを機械
学習により出力されたスコアに基づいて予測（3段階） 

複数のスコア 
利用 

研究の背景と目的 

・社会調査において自由記述により職業・ 産業情報を得た場合は 
 コーディング作業 が必要 
・コーダの負担を軽減するためコーディング自動化システムを開発 
・研究者が広く利用できるように、Webによる一般公開を行えるシス 
 テムとして再構築中 
 
東大社会科学研究所SSJDAのWebサイトより試験的提供開始 
                                         （2103年11月より ） 
 

 課題  
    (1)  システムの精度向上 
      (2)  昨今の職業・産業コーディングを取り巻く状況に対応 
      (3)  システム運用者の操作性向上 

SSM職業
コード 

６３０ 

６２５ 

６５４ 

５５４ 

５１４ 

過去の調査結果も利用可 
（この場合はISCOを出力） 

新規 

新規 
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